

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































総点蚊 lＩｌ２７８【H１“ｌ()３６９ ｡ ８１７５７`１１１
（【'） 2２IｌＩ９：l(）２６２jｌ２０１８鍋Ｉ
(ｂ）人 1１ 1１１２１３２６２１霞２０１９２(）
(〔）人 ５７７１(）１１！）８５（）（Ｉ
(（１）点 1３Ⅱ）１３２２ＩＩｉＩ`1１２６２１（Ｉ
〔/I）ｘＩ()(） `I().Ｉ 銅.７５１１.(ｌ尿１．８郷.５５２．４（16.0,1().０２０．３：11.6０
(I/ａｘｌＯＯ ５７．９５９」７１．．１（〕８．．１６１」ｌi１．５５０.(）５().(）３:1．３５５．３（Ｉ
192()(ｌｉＩｔのフランス共産党のｌＩｌ版活動
も低下する。これはソヴィエト・ロシアのH1状について記されたものが
墹加し，これにともなっておそらくソヴィエト・ロシアにおける専Ｉ１Ｉ１家
の登場が埆えるからである。
（三）登場する国際組織'111係背の氏名は２０ｲ|【代をj、じて変化する。
iiiFl2に多く登場するのはトロツキー，レーニン，ついでジノヴィエフ，
ブハーリン，後半に入るとスターリンのfiiiilが多く登場する。こうした
登場人物の交代'よ周知のjmU，［]シア|FIIﾉ1の勢力イトいの結果であって，
本稿においては詳述の必要は感じられない。なお’920ｲ'三代をjlDじて，
もっとも安定的に多くの文献を執叙した荷はロゾフスキーであった。彼
はフランス労働組合におけるhMiljの絲験があI)，フランスの労働者の'''１
で著名でもあれば人気も向かった。
（三）労働組合述動についてのロゾフスキー，」し産主義連動に関する
レーニン，トロツキー，ブハーリン，ジノヴィエフ，スターリンなどに
みられるように，重要な指31をⅡ/`|人の名iiiiのト・にﾉﾉえることがコミンテ
ルンなどの国際的述動においてはおこなわれていた。フランス側で作成
された文献についてはマルセル・カシャンの名が多様なテーマについて
執筆者として登場するが，それもｌｌＩＸｌ的なものであるにすぎず，またそ
の多くは議会におけるiiii説をパンフレットにしたものであった。１９３０
年代になると，重要なテーマについて，モリス・トレーズの名が記され
ることになるが，１９２０年代においては，いまだそのようなスタイルは
とられていない。
最後に出版物の二１２題と執筆月の|則julをみておくことにする。ここでは
詳細にわたる分析は省略し，子ＩｉＭｑにＩＭＩしてはフランス関係，外国関係，
世界情勢・連動，一般，その他と分け，机iiWPfについてはフランスｌＭｌｌ，
ロシアその他の外lIl人と分け，行テーマiIjの執:lWfの性'３を観察する。
(￣）下の表から￣兇して'ﾘ|らかなことは，１９２０ｲＩｉ代を通じて，フ
２３１
災(３－Ｖl)各テーマＩＦのｉＭＷｆのｆｔｌｎ
ランスlUlと=】ミンテルン，ないし外lIjlIllとの''１１に，あるｉｌｉｉの役刊ﾘｸ>１１１が
成立することである。具体的にいえば，フランスｊＩｉｌｌｒ党の発言の了liMnは
|/ilｲ｢にフランスにⅡQわりのある'１{1題に'！」られてゆく。そしてＩｌｔＷｌＩ１ｉ勢，
'１１外２１｢|iii，’11際的な巡動の状況については翻訳にIi【iるようになる。もと
より，’１１際｣Ｍ:三Ii茂迎、j全休にわたる状況の変化をAl!)上することも､l能
であるが，フランスIlllのPli↑,!jとしては，１９２０年代をｊｍじて，〈１１１ルドフラ
ンス人としてソjllLの共産了に筏連動にＩＭＩわったギルポー，ピエル・パスカ
ル，ヴィクトル・セルジュらが共産党から次節に離れていったことと平
i凡ている。また一般的１１'1,満も翻訳まかせになる。これは，l1l11ilh的な著
作のプロであったポール・ルイ，ラボポールらが党から，もしくは党''１
火から離れたことに起川している。（二）この''１１，フランスにIII1して外
国人が発言するとこも少なくなる。フランスの状況にj、じていて，しか
もフランス人党１１のなかで人気のあったトロツキーが排除されたことが
大きい。
註
①八.ＢＭＮＡｌ《、を紺乗ったドイツ人アルフレート・クレラ，」.ＣｌＩＡ‐
２３２
ili皮 ２１１９２２１１)23192.11925192(）11)２７１１)281929ＭＯイ61ﾘ１
l11ri総点H1〔 I()２７８５(〕６５１()３Ｉｊ９５９８１７５７`１１１
フランスIHI係
(フランス人）
(外''1人）
`1３、10２２２８、1.1２６２２：}２３３２１３
`１１３６２２２６・1１２６２２３１３１２１３
２，１（）２ １００１２００
外lllIYl係
(フランス人）
（外１１１人）
2２１６６１５３２２６２５２１１１２３４
８0２４５２１３（）１１
１．１１２,１１１２７２１２１１８１１２２３
ll1WIIIi3，．nK勅
(フランス人）
(外１１１人）
1２８１．１１４１２７５２】１５１６３
５１１０（）３０１００
７７１３ル１１２４５２０１．１１(〕３
－．０１(１W油など）
(フランス人）
(外111人）
19８５７９９‘Ｉ８８１１１
１，１‘Ｉ２３１１０１３（）０
５１（｝４８８．１７５（｝Ｉ
その他 (｝（〕’１１６１３２８５０
１９２０年代のフランス｣しl雄党の'１１版i円助
VAROCIIl2なる:'1名を使ったブルガリア人ミネフがこれに該当する。
②これについては，Ｂ・ラジッチ．Ｍ､Ｍ、ドラチコヴィチ「コミンテル
ン人名?１１ﾄﾞﾘLj，束)i(，1980。
第四節出版機関
岐後にこれらの執兼者の文献を刊行した||{版機|H1について分析をおこ
なう。j1iI准党系}'1版物を１２１１行した諸機関についてlよすでに》'１橘に述ぺて
あるので，ｆｆ々についての詳述は避けるが，フランス共産党が直接に経
営に'１$わった１１１版機Ullを以1,.の通り記しておく。
Librail･ｉｅｄｅｌ'IlumalliI6（１９２１－１９２６）
Bul･eau(l'Editions,ｄｅＤｉ[(usiolletdePubIicit6（1926-1927）
Bureau。'Editi〔)11ｓ（1927-）
E(litiollsS()cialcsllltcrllatiollales（１９２８－）
Publicati()IlsR6voluli()lullaires（１９３０－）
これ以外の''１版機|M1の多くは国際赤色救援会，１，際労働背救援会，プ
ロフィンテルンなどのコミンテルン関述ＩＥＩ際組織の111版i1lilﾘﾉをｉＴった組
織，あるいは統一労働総liilMM，共産主義背ｲ'二mⅢlなどの共旅党IHI述囚内
組織'１１版'1111111などであり，ここでは各々に関する詳細を背く。
以下の炎においては'１１版機関の数，党直営の'11版機UI1の数，iIII徴機Ｉｌｌｌ
によってlWjされた文献の点数，およびこれが全刊行点数に,１１めた比率
災(朴Ｉ）党I｢(付ｌｌｌ駁機１０と非直営機ＩＭＩ,およびそのＡｌｉ肋
233
ｲI：１ｋ '92119221923192`１１９２５１〔)２６１９２７１９２８１９２９１９３０イ61ﾘ｝
機ＩＭＩの数 １１１３７５１２８７８７６
I11iT総点故 l()２７８５(）６５１０３６９５９８１７５７`1１１
党ｉｆ〔桝機lⅢ
I11iT点数
(`)(Ｈ１）
ｌ］１１１２２２２３
2７３６２６，1５６１‘側‘1０‘1８‘1６５１０
20.5‘1６．２５２．０６９．２５９．２６３．８６７．８５７．１６１．８“.!）0
」|§r〔糊機ＩＨＩ
１１１丁点数
(')()）
1０１２６‘111６５６５３
Uｌｊ３３２０１`Ｉ２８１１８１６１０１０７
６１．７‘12.3,10.0２１．５２７．２１５．６１３．６］９．０１３．３］３．５
をf１１次別に記す｡
（－）1920ｲ|曵代灸休をj、して，ｌｌＩ版ililI》をおこなった機関の数は減
少するが，ストレートに減ずるのではない〔1921イドから２４ｲ１２にかけて
減少し，２５ｲﾄﾞにiIiびlWDI1したのら２７fl1にIiilけて減少し，さらに２８ｲ'（
に微燗したのち，あらためて逓減ｌＷｉｌｲﾘを示し，全休として２０年ＩＷｊＨＩｉ
の約半数になる。（-..）だが，この期ｌＩ１ｌをj、じて，党直営の'１１版機関の
数はむしろ｣円大しているから，この全休をｊｍじる減少傾Ihlは，党のilII接
のコントロールの1,になかった'1|版機|Ｈ１の廃''二によって111じたものとす
ることができる」２１１火，２０イド代｢|'葉に独|]に||}版活動をおこなってい
た組織の文献が，２０ｲ|:代木になって党111常|||版機関からf１１行されるよ
うなケースがでてくる（i1iｲ|:共産主義音同MII，lIjl際赤色救援会など)。
２０年代前12の|||版機|Ｍ１の減少が「ユマニテi1I11Ii」への吸収合(ﾙによ
るものであり，党による銃Ilill強化に伴うものであったことは知られてい
るが，２０年代後､|〈の減少のMlrilは，組織」,ＷＩＩＩ１が雌93で全国的なl【Ｍｉの
能ﾉﾉの低い関述組織の'１１版活lIiljを同代わI〕し，’１１【光iili1Ii1jを一本化するlmj
さによるものであったとも港えられる。
１１１版点数について，党111〔徴機関のシェアがｊＷﾉ<することは'二の表から
|ﾘlらかである，192()ｲ|{代初IJiに５０％以~ﾄﾞであったILiｲj・率は２０ｲ|：代後
1&にはほぼ６割台を維持しておI〕，一方の」|:１１１〔尚機関の刊行点数は２０
ｲ１２代後14には１０９()台でlili移している。j1ilWi党系のｌｌＩ放物'よほぽ党ｉｌｌｌ〔徴
の||}版・ｌｉＭｊ機lHlによって掌握されるようになったということができよ
う，ちなみに独'二lの''1版活動を維持した数少ない*１１織は統一労働総lrjlWl
であった。
だが，各年次yllの|:Ｉｌｉｉ点数全体から党119[徴ＴＩｌｌ１Ｉｉ苑↑『の文献の数と非iil〔
徴機関充1丁の文献の数をｿ|いてもかなりの残余がｲﾄﾞｲ[;する`、これらは111
版機関の名をもたないものである。これらのうちには''1版機関の名称に
代えて｢|｣MII所名をもつものがあるし,そこで｢'111111所名をもつもの，Ililらの
機DM名をもたないものに分けて作表すると以ﾄﾞのjmIjになる。
２３４
192()（'１代のフランス共)if党の111版iiF助
Ｊ((４￣Ⅱ)lⅡltY機IY1俗をもたないｌｌＷｈ〔物とその比率
災い-111)llUIY機１１０名をもた-ｒ,災紙の-‐部に#11職名を記紋した文献
このような通附記ilil(されるデータをもたないＩｌｌ版物は２１年から２５ｲ'二
までについてはｲ'２１A均で全1Ｗ｢点敬のｌ().６ツ()であり，｜A1容的にみて，
発行の１０t(Iの所ｲｌｉをぼかすことを'二|的とするもの，０１，ｲｉｉの対象が限定さ
れたもの，恒常的なlll版活動をおこなう意志のない災|Ⅱのものなどとllli
定されるものが多い。だが，２６ｲＩｉから３０ilHまでの５ｲlillllについては
21.39()と倍増する。これらの多くは造本，’'１紙，活字などから，一見し
て「Ⅱ}版局」のｌｌｌ版物と判IﾘＩするものが多く，また￣''１版局」の|||版'二｜
録にlljiliRされているものも少なくないニこの点では，１９２０年代のもの
とはｿ'しなる要因によるものと》卜11断せざるをえない・しかも，これらのな
かには辨打名として，もしくは題名のうちに共産党，共施党''１央委貝会，
書記局，あるいは統一労働総liilHIlなどの名称が記されている場合が少な
くない(Ｕｌｌ版機関ｉｆ'1をもたないｌＫの文献のなかで，表紙のどこかに組織
・機lMl名の記されているものの数を変(`1-111）にあげておく。
（・）’1|版機関名をもたないもののなかで，著者名もしくは題名のう
ちに*'１織・機関の名称が含まれるものは，以|このように合計６４点を数
えるが，組織別にみると共旅党とその内部機lMiの名称をもつものがもっ
とも多く３８点である。次に多いのは統一労働総同盟の６点であり，残
２３５
ｲI：皮 I9211922I923192oll925192(ｊＩ９２７１９２８１９２９１９３０イミIﾘ］
総点】：（ 102７５５０６５１０３Ⅸ）５９８１７５７４１１
印I(lljjli名あり 1６３２２２４６2３2
機lul俗!#し ６：１１Jｌｌ２１２７１`１１７１０２
Ｉ
<)）
９‘Ｉ６１`１１`１１１２０１９１３‘Ｉ
8.812.0８.(）！).２１３．６２０．３１８．６２３゛８２５．３１７．６（l(i・・１
fIi皮 I92Il922I92311)Ｚｌｌ９２５１１)２６１９２７１９２８１９２９１９３０イ《1ﾘ１
総Ａｌｉ数 102７５５０“103 5９８１７５７４１１
機IMlfi無し ９‘Ｉ６１４１．１１１２(）1９１３‘Ｉ
組織flｲｉｌｊ ６｡’３３４５６１(｝８７２
余は国際赤色救援会などのフロント組織であるニこうした文献は内存的
にみてl1l:ﾄﾊﾞがIﾘl11jmである。一つの極鮒は党大会BL1係文書など，部内にliil
けて111行されているらしいもの，他の一つは選聯を念頭において発行さ
れたらしいものである。これらの点からして，’'１版機関名をもたないこ
れらの１１}版物の多くは，ｊｍｆＩＩの意味でのIli販の対象とはならない文献で
あったと考えることができる。すなわち，特定のlMIi客層，いわば身|Alに
対して|(Ⅲけられたもの，もしくは仮に外部にliIIけられたものであっても，
特定のルートをj、じて配付されるべき文献などである。’'１版機関名をも
たない文献の増大は，頒布のルートのl1Iil疋化，あるいはまた講読者liYiの
|A1定化を示しているといえよう。
（二）なお上の''１版機関ｲﾉlをもたないもののうちには，yllのルートで
頒布されたことが1('１１ﾘIするものがある。これは｣し産党機'１１１紙『ユマニ
テ｣，、１１論機関誌「カイエ・デュ・ポルシェヴィスム｣，フランス語版コ
ミンテルン機関誌『アンテルナシオナル・コミュニスト」などのylllllI，
特別号あるいは付録などの形で発行されたものである。これらの多くは
lli独で販売されることもあったらしいが，あるもの(よ定)U1TIl行物の''1〔路
に乗せて倣布されたらしい。
結論
このiiliの分析のjⅢ例として，作業からIﾘlらかにされることは，さして
I|:目を蝿かすようなものではない。まず，フランス共産党の出版活助の
変化は１９２１年から２４年まで，２５f|{から２７ｲI:まで，そして２８年以降
の三つの波動のなかで進展する。この波動は刊１丁点数の動きについても，
三[ﾐ題の変遷においても，また執筆|hliの変化に関しても，さらにはlll版・
頗布の機|Niについてもいずれも折摘しうるものである。
機柵的な0111面からみれば，１９２０ｲ|:lWj頭に存〈ｌＬた小Ill版機関は党
illI営の機関のなかに吸収されてゆき，２０年代''１葉以降，」し雌党系の諸
lill体の111版活動も徐々にiil〔徴111版・lXiｲｌｉ機関のもとに集約されてゆく“
２３６
１９２０年代のフランス)し蔽党の'１１版iiMﾘﾉ
この1Wきをかならずしtj'1.1.111(=|i義的統制の強化と捉える,１２､要はない．む
しろ党の111〔接のIHI猟のもとに，全国的な流jmのルートをliii1血するなかで，
今1111化が図られたというぺきであろう。１１１版物の流jmのルートが仮に－.
元Ⅱﾘであっても，発言の多元ｌｌｌ;を維持することはｲ;１１１能ではなく，まし
て党｣２１ivi部とﾄ部大衆の'111でコミュニケーションの収ﾉﾉ|(I11fl;が1M;保され
ることＩよありえよう。これは別の１１１１題である。
だが，｜両1時に執:ＮＩＩｌｉの'１１０１定化，もしくは''１版物の''１:|ifのｌＩＩｊｌ定化が進む
ことによって，この今lll1化は突川ﾘに銃i1illの鹸化を恋Ukすることになる。
コミンテルン，ないし[ｊシアの党に由来するI||版物の｣n人，党I:lIyi部か
らの脂２１のliii)jllが192()ｲ|【代以降を特徴づけることになる。これはニリミ
ュニケーション型lllllA1Nllの多ﾉﾉlril性を失わせ，メッセージの伝達を・元
化すると|両111#に一ﾉjlrll的なものにする。これにともなってiiIli法も変化し，
ML案，ｉ誹議などに代わって，数示，指令などの形がとられるようになる。
ロシア伝来の父lil(については，1920ｲ'１代木に，すでにのちに「Ih1人
崇ｌＩｉ」という言雌によって災lAlされる，特定'１１，１人の発言の独占の状DIlが
lll現するが，フランスIlIllでllIll÷Iに作成されるものについては，まだその
ようなlhiilｲﾘはDJｵ】ていない`，このような現象が１９３０ｲｌｉ代に生じるとし
ても，それはかならずしも「ソヴィエト化｜の結果とみなすわけに(よい
かない。むしろ，２０fl<代にはllA1人の名の1..に発言することを|(|ⅡIjllし，
機関の名によってメッセージを送る努力が|x'られた。機ＩＭＩ了に侭とも災皿
できるが，あるいはIliに'1.(I1i(三l義とも呼びうるであろう。－．ﾉﾉでは，共
l)i｢：党成立以iiiiから，あるiiiのスター・システム，すなわち定評のある特
定1A１人に特定のテーマをlIL､11させる方式がnYl1した。Tl｢〈はIlll染''11Mmに
|H1するコンペール・モレル，ｉ|苫会主義のI1jIi史についてのポール・ルイが
あI)，Ｗ｢し〈は反11(了I識jUnlillのマルティ’背IlH皿１１iljのドリオ，復'二Ｍ|(人
lllllulについてのヴァイヤン・クテュリエなどがあげられる。こうしたス
ター・システムと'１９(I1iWlillが$,Iiびついてモリス・トレーズの体I1illが生まれ
る。この仮説によれば，トレーズが党を支配したというよりは，党が求
２３７
めて探しlllしたスターがトレーズであった。
ともあれ，1920ｲlH代未に'よ機構の－.兀化と執i1IMiのI！《定によってメ
ッセージの伝達がjlIlli的，かつ－ﾉj的におこなわれるようになる。この
プロセス(よ「ボルシェヴィキ化」ないし「民三|ﾐ災Il1ili'１」のIiii:立として表
現されるが，このようなコミュニケーション空''１１の変衝に対して，他の
媒体，すなわちﾘさ会，あるいは局地的なiJi字媒体がどのように機能した
かがlll1Iulになるであろう。これらについては現〈lHまでのところ研究され
ていない。なお，ｌ９２０ｆｌ２ＩＭ<以降，１１１(徴出版；l:の複数化が'又'られる．
一iiiにおいてはこれはＩｌＩ版jIililjの多元化として評llliできるが，２０（|{代
において'よ，コミュニケーション空'''１の多元化に結びつくものとはなっ
ていない。
一方，コミュニケーション空'''1の物lll1的変容に対応して，メッセージ
の種jViと|'|§格も変化してゆく。総じてみれば，２０ｲ|ﾐlWIljHの，ロシア
雌命に触発された/k未ｉｌ:会諭，ｉ|:会了|{茂述動諭，iIiI〔命論は''１１もなく姿を
il1iし，モデルとしてのロシア党，ないしロシアi(|笛会の紹介が大きなii1Iillq
となる。独'二|のill点からフランス社会，ないしフランスujl家を観察し，
Ⅱ＃々亥叱の状況に対応する試み(よはじまってはいるが，ｈＡ:命後のロシア
ド|:会と対比して，ブルジョワ'１１家，ブルジョワド|:会一般をＪｌ:難する段階
からさほど遠いものではなかった。その点からすれば，１９２０年代のフ
ランスｊ１ｉ１雁党は，フランス'11家に全iIli的に対時する党とはなっていなか
ったし，またフランス|AIｲ丁のlIIli史的-ltI礎の上にきずかれた「W『しい党」
ともなっていなかった。
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